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動

い

m
r
E面
白
周
回
目

n
M
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凶

U
FH
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，

再

き

第
八
回
臨
時
町
議
会
は

¥

動

/

八

月
九
目
的一

日
間
聞
か

¥、J
J

れ、

一
般
会
計
補
正
予

m

f
f
i
u
¥
(第
二
号
)
、
今
金
中
学
校

/
会

、

グ
ラ
ン
ド
造
成
工
事
君

臨
耳

契
約
締
結
な
ど
を
審
議
し
、

書
ロ

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
誠
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

町
道
豊
田
線
改
良
(
五
十
四
年
度
工

事
延
長
五
三
O
M
、
幅
五
・
五
M
)
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〈国際児童年記念事業〉

北海道
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
百
七
十

五
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
三
十
億
九
千
六
百
九
十
万
三
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
.
中
核
郎
農

振
興
対
策
卒
業
補
助
金
に
二
千
九
十
七

万
五
千
円
、

鈴
金
地
区
基
幹
排
水
対
策

特
別
事
業
調
査
設
計
委
託
料
に
六
十
万

円
、
日
進
地
区
水
道
移
設
工
前
中
山
口
六
十

七
万
円
、
老
人
福
祉
パ
ス
購
入
賞

(五

八
人
乗
)
、

二
百
四
十
九
万
五
千
円
、
新

①

町

職

員

の

人

事

①

【七
月
二
十
六
日
付
〕

マ
総
務
謀
財
政
係
長
を
解
〈
(
常
務
謀

長
補
佐
)
小
西
敏
明
マ
総
務
瓢
管
財
係

長
(建
設
課
管
理
係
長
)
佐
々
木
哲
也
マ

同
財
政
係
長
(
企
画
課
広
報
係
長
)
鈴
木

提
マ
企
画
課
企
画
係
長

(農
林
諜
農
政

係
長
)
久
保
田
庄

一マ
同
広
報
係
長
(商

工
観
光
線
尚
工
観
光
係
長
)
森
忠
雄
マ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長

(
総
務
課

匂
財
係
長
)
鎌
田
信
峰
マ
町
民
牒
住
民

係
長
兼
交
通
安
全
係
(
稲
祉
税
衛
生
付

長
)
杉
内
秀
次
マ
向
交
通
安
全
係
長
兼

住
民
係
兼
商
工
観
光
係

(耕
地
謀
地
籍

国
際
児
霊
年
記
念
事
業
と
し
て
北
海

道
、
北
海
道
教
育
委
只
会
が
主
似
す
る

H

北
海
道
こ
ど
も
の
船
H

は
国
鉄
青
函

4給
船

w
十
和
田
丸
。
を
利
用
し
て
、

道
内
町
小

・
中
学
生
三
千
四
百
人
を
対

象
に
、
八
月
六
日
か
ら
八
月
十
八
日
ま

で
の
期
間
を
二
期
に
分
け
、
船
内
で
の

宿
泊
研
修
を
通
じ
て
相
互
の
交
流
を
深

め
る
と
共
に
郷
土
愛
と
創
造
性
に
包
ん

だ
精
神
や
自
己
を
見
つ
め
る
生
活
態
度

ま
身
に
つ
け
、
た
く
ま
し
い
心
立
か
な

少
年
団
体
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
も

の
。町

内
か
ら
神
丘
小
学
校
木
一川
放
君
ら

九
名
が
八
月
六
目
、
七
日
の
二
日
間、

函
館
港
か
ら
室
蘭
港
ま
で
区
間
に
乗
船

参
加
し
た
が
、
参
加
者
は
い
づ
れ
も
地

区
の
こ
ど
も
や
ス
ポ

l
y
少
年
団
等
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
児
童

生
徒
た
ち
。

金
原
中
学
校
二
年

笹

森

英

樹

今
回
行
わ
れ
た
国
際
児
宜
年
同
「
こ

ど
も
の
船
」
の
旅
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て

は
、
い
い
思
い
出
向

一
つ
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
総
数
六
七
五
人
と
い
う
人

数
の
中
で
、
団
体
行
動
を
共
に
し
、
多

く
の
友
達
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
目
標
の

中
で
一
泊
二
日
と
い
う
、
ひ
じ
よ
う
に

短
い
問
だ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
友
迷
を
多
く
つ
く
っ
た

御
影
線
用
地
購
入
賞
七
百
二
十
万
円
、

神
丘
十
号
線
舗
装
工
事
外
五
千
十

一
万

円
、
物
件
梢
償
資
に
百
九
十
万
円
、
御

凶
柿
架
設
工
事
外
二
百
凶
十
五
万
五
千

円
、
現
年
発
生
災
害
復
旧
工
事
費
二
千

七
百
十
五
万
六
千
円
、
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
第
二
幹
線
川
支
線
改
修
工
事
九

百
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
似
五
千
八

百
五
十
万
問
、
地
方
交
付
税
二
百
九
十

係
)
笠
原
勝
ニ
マ
福
祉
課
国
保
係
長
(
福

祉
課
国
保
係
)
稲
木
弘
幸
マ
同
衛
生
係

長
兼
住
民
係
(
町
民
課
住
民
係
長
兼
交

通
安
全
係
長
)
上
田
邦
孝
マ
農
林
隷
農

政
係
長
兼
林
務
係
長
(
農
林
謀
商
産
係

長
兼
農
政
係
)
稲
船
昭
範
マ
畜
産
係
長

兼
民
政
係

(
談
会
事
務
局
談
事
係
長
)

竹
内
正
夫
マ
農
業
開
発
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
(
耕
地
諜
換
地
計
画
管
長
)
末

世
貞
夫
V
農
業
開
発
認
技
術
係
長

(同

土
地
改
良
係
長
旅
管
理
係
)
品
山
英
弘

マ
耕
地
制
脚
色
理
係
長
兼
換
地
引
回
係
長

(
耕
地
謀
長
)
亀
谷
文
也
マ
同
土
地
改

良
係
長
兼
管
理
係

(同
管
理
係
長
兼
土

地
改
良
係
)
渡
辺
茂
マ
建
設
課
管
理
係

長
(
福
祉
謀
国
保
係
長
)
下
山
更
治
マ

と
い
う
こ
と
は
、
伐
に
と
っ
て
、
ま
た

そ
の
相
手
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
将
来

を
さ
さ
え
て
い
く
う
え
に
、
友
達
と
は

1

大
事
な
宝
物
し
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
友
途
は
た
く
さ
ん
っ
く

り
、
よ
り
交
流
を
深
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ーノ
ま
た
、
特
別
講
師
の
先
生
達
も
来
て

く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
訊
し
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
り
‘
絵
や
侭
い
た
り
駄

を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、

一
番
楽
し
か

っ
た
の

は
、
ン
ン
ガ
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
活
路
し
て
い
る
河
村
通
夫
と
そ
の
グ

ル
ー
プ
た
ち
で
し
た
。
「
北
海
道
弁
で
は

こ
の
日
識
は
こ
う
い
う
ん
だ
ぞ
。」
な
ど

と
わ
ら
わ
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
. 理

a-SE--zaaRaa彊
-ER

凹
万
七
千
円
、
国
庫
支
出
金
二
千
八
十

七
万
八
千
円
、
道
支
出
金
二
千
二
百
四

十
三
万
凶
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
用
地
係
兼
務

(同
建
語
係
長
兼
用
地

係
長
兼
水
道
係
)
大
和
英
雄
マ
同
維
持

係
長

(
企
画
課
企
画
係
長
)
川
島
紀
邦

マ
同
用
地
係
長
兼
林
過
保

(岡
林
道
係

用
地
係
)
佐
久
間
優

一
マ
級
会
事
務
局

殺
事
係
長

(教
委
管
裂
練
学
校
教
育
係

長
)
吉
村
聖
教
マ
教
宏
一
u
型
献
学
校
教

育
係
長

(総
務
課
財
政
係
)
池
田
市
教

マ
同
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
長
兼
社

会
教
育
悠
長
)
細
田
征
夫
マ
国
保
病
院

庶
務
係
長
兼
経
理
係
(
同
庶
務
係
兼
経

理
係
)
沢
口
征
治
マ
出
納
室
出
納
係
(教

委
智
也
謀
総
務
係
)
白
四
回
伐
チ
マ
税

務
課
第
二
係
(
教
委
管
制
措
線
学
校
教
育

係
)
今
野
む
つ
子
守
税
務
諒
第
一

係
(農

林
諌
農
政
係
)
赤
川
彰
一
一
v
福
祉
課
国

保
係

(国
保
病
院
医
事
係
)
河
野
ed
雄

マ
耕
地
諜
地
籍
捌
査
係
(
町
民
税
住
民

係
嫌
交
埋
ま
義
)
中
野
党
マ
農
林
税

成
政
係
新
商
産
係

(
木
造
車
水
道
係
)

盛
岡
実
マ
農
業
開
発
課
匂
理
係
(
耕
地

課
管
理
係
)
西
勝
明
マ
教
委
管
理
謀
総

務
係

(
税
務
課
第
一

一係
)
小
原
ト
キ
子

マ
同
同
学
校
教
育
係
(
税
務
課
第

一
係
)

南
川
康
男
マ
水
道
室
木
造
係
(
図
保
病

院
医
郁
係
)
長
崎
健
司
マ
間
保
病
院
医

事
係
(
出
納
出
納
係
)
来
広

gtTマ
同

同
(
栢
祉
課
年
金
係
)
稲
井
幸
子

〔七
月
二
十
日
付
】

j
 
i

、

お
も
し
ろ
い
人
述
ば
っ
か
り
だ
っ
た
で

す
。し

か
し
、
お
も
し
ろ
い
人
、
わ
ら
わ

せ
る
人
に
も
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
河
村
先
生
も

一
度
は

こ
の
職
業
を
や
め
た
い
と
考
え
た
と
い

う
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も

「今
、
や
っ
て
い
て
ほ
ん
と
う

に
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

他
の
先
生
方
も
同
じ
で
す
。

画
家
の

竹
岡
羊
子
先
生
や
「
束
洋
的
腿
女
し
と

官
わ
れ
た
日
本
女
子
パ
レ
ポ
ル
チ

ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
中
村
H
U
枝

先
生
述
も
な
る
ま
で
は
科
切
し
た
だ
ろ

う
。
で
も
苦
労
し
た
か
ら
こ
こ
ま
で
な

れ
た
ん
だ
と
岡
山
い
ま
す
。

供
述
も
将
来
め
ざ
し
、
苦
労
し
た
り
、

な
や
ん
だ
り
し
て
い
与
い
ろ
な
仕
事
に

つ
け
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ

の

「
こ
ど
も
の
船
」
的
研
修
は
大
き
な

忠
義
的
あ
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
だ
い
ま
し

-。
f
 北

海
道
子
ど
も
の
船
の

研

修

に

参

加

し

て

利
川
小
学
校
』
年

藤

井

と

み

さ

私
は
、
八
月
六
目
、
今
金
か
ら
函
館

ま
で
パ
ス
で
行
っ
て
、
船
に
来
り
ま

し
た
。
そ
し
て
.
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た

こ
と
の
な
い
北
海
道
知
事
の
ど
う
が
き

a 

P 

マ
イ本
職

(2 ) 

骨
材
課
付
愛
宕
要

【八
月
二
日
付
}

マ
退
職
新
居
町
子
(
保
連
婦
)

¥、一/

石油消費節減のため給油所の

日曜・祝日休業にご協力下さい。

な
い
さ
ん
に
会
え
て
と
て
も
感
げ
き
し

ま
し
た
。

な
ん
だ
か
友
だ
ち
に
、
自
ま
ん
し
た

い
よ
う
な
気
持
で
す
。

私
も
、
み
ん
主
の
よ
う
に
知
事
さ

ん
に
、
質
問
し
た
か
っ
た
け
ど
、
何
を

質
問
し
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。
残
念
で
し
た
。

以
前
パ
レ
ポ

l
ル
せ
ん
し
ゅ
の
中

村
昌
枝
さ
ん
に
も
会
い
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
町

う
ら
に
は
、
き
び
し
い
縦
四
が
あ
っ
た

ん
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
に
な
る

ιは
、
大

変
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
や
る
事
に
、
自
信
を
な
〈
し

て
い
る
、
私
達
に
、
「
や
れ
ば
で
き
る
」

と
言
、
フ
言
葉
を
残
し
て
く
れ
て
‘
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
映

画
も
比
れ
た
し
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
事
を
し
て
か
ら
、
カ
l
デ
ン
キ
に

出
て
見
た
.
室
蘭
の
夜
長
は
、

ほ
ん
と

う
に
美
し
か
っ
た
。
宝
石
を
空
か
ら
散

り
ば
め
た
み
た
い
で

L
P
、

「洞
爺
自
然
町
家
」
は
名
の
と
お
り

自
然
そ
の
も
の
で
し
た
。
家
内
、
つ
ら
は
、

み
ど
り
に
か
こ
ま
れ
て
い
て
、
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
司
キ
ャ

ン
プ
も
で

き
る
し
、
時
々
ウ
サ
ギ
や
‘
リ
ス
や

き
つ
ね
が
、
お
じ
ゃ
ま
す
る
そ
う
で
す
。

ほ
ん
と
う
に
自
然
的
中
に
あ
る
家
っ
て

次

'¥ 

( 3) 

頁



か
ん
じ
で
し
た
。
私
は
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
よ
い
け
ん
し
ゅ
う
に
恵
ま
れ

て
い
て
ほ
ん
と
う
に
、
し
あ
わ
せ
者
だ

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
け
ん
し
ゅ
う
に
行
け
な
か
っ

た

人
の
た
め
に
も
、
ま
た
来
年
あ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
.

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
剖
回
を
ど
し
ど
し
作
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。事務i移譲);::i蜘捧議構内ぎりお;:延長:i

力びの仮装室
-
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住
民
の
助
け
あ
い
」

な
た
も
会
員
に
な
っ
て
下
さ
い
ー
し

-

町

社

会

福

祉

協

議

会

会
只
名
簿
(
前
月
号
か
ら
つ
づ
く
)

〔
中
種
川
〕

O
八
重
根
栄
三
郎
、
阪
弁

ミ
ヨ
‘
原
口
ヲ
ジ
、
八
車
樫
ユ
リ
子
、

〔
南
盟
受
〕

O
天
井
通
雄

〔八
幡
町
〕

O
狭
間
勝
昭
、
松
橋
幸
山
内
、
渡
部
八1
行
、

河
村
昭
夫
、

自
森
栄
三
郎
、
高
田
守
問

日
回
毎
7
T
.

日
凹
広
、
山
北
荘
市
、
佐

藤
彰

一
、
桜
井
茂
、
日
同
森
変
予
、
H
冊
由M
V

久
末
、
吉
田
辰
雄
、
今
井
金
市
、
凹
中

一
夫
、
松
橋
辰
三
郎
、
凶
中
獄
、

h
M
帆

小
三
郎
、
時
元
正
己
、
則
一
…
川
哲
子
、
天

満
清
治
、
小
川
清
昭
、
自
下
正
利
、
相

馬
明
、
星
加
道
雄
、
三
崎
弘
誠
、
林
晃
、

沌
正
英
、
石
田
隆
造
、
加
山
H
谷
長
吉
、

今
金
次
郎
、
小
野
任
也
水
上
輝
雄
、

沢
正
男
、
館
田
智
康
、
石
川
隆
〔
本
町
〕

O
辻
現

O
石
升
附
子
、
津
山

一
良、

大、

和
谷
正
雄
、
森
山
賊

一
、十一日川田
直
樹
、

遠
藤
武
刻
、
問
幸
一
、

問
腹
、
女
川
民一

夫
、
阿
部
勝
好
、
秋
山
芳
夫
、
浅
野
ゑ

い
子
、
森
川
市
出
、
永
井
位

一
、
小
品
川
出

治
、
柴
田
征
毅
徳
田
浩
子
.
和
田
此

希
潟
、
近
藤
宏
、
折
原
訴
前
、
北
村
泊
、

藤
川
精

一
、
飯
田
信
義
、
石
川
浩
市
、

日
野
消
輝
、
日
回
却
、
佐
々
木
作
太
郎
、

大
和
英
雄
、
山
田
器
吉
、
山
寺
利
男
、

佐
久
間
慌
て
石
井
俊
直
〔
昭
和
町
〕

O
稲
垣
幸
子
、
大
介
啓
太
郎
、
稲
垣
武

雄
大
松
保
治
、
中
井
誠
司
、
鈴
木
勝

弥
、
神
間
正

一
、
他
谷
静
枝
、
斉
由
藤
脚
、、

チ
、
愚
村
栄
士
吉
ロ
、
佐
々
木
茂
、
岡
本
進

〔栄
町
〕
O
柳
太
一

O
及
川
政

〔大
和

町
〕
O
水
野
エ
ミ
子

O
亀
谷
洋
子
、
久

保
岡
市
次
、
吉
間
英
俊
、
下
山
克
治
、

鳴
海
ヨ
ネ
、
小
田

品
タ
ツ
エ
、
中
村

フ
ミ
、
平
原
卦
二
、

h
F、

渡

部

祐

治

、

白

田

圃

-

，

羽
二
、
天
沼
二
三

「
I
A
P
〕

夫
、
森
野
庄
平
、

ハ
ム
」
L
U
V

戸
沢
定
勝
、
石
引

切
る
勺
J
ハ、

智
恵
子
、
須
甲

一

κ
一
い
¥

孝
、
河
野
宿
雄
、

γ
k
u川
い

J

藤
原
引

一
、
久
社

1

〈

4
h
u

谷
正
春
〔
旭
町
〕

f
刊
ι

O
由
浅
秀
夫
、
尾

形
哲
夫
、
湯
浅
秀

夫
、
白
山
川
、
中
村
山川
一
、
問
中
明
、

酋
品
川
正
美
、
高
野
直
義
、
日
野
武

中

村
芳
明
、
西
旧
日
到
、
中
一
川
章

一
、
内

藤
重
蔵
、
外
崎
敏
明
、
古
畑
正
勝
、
松

井
敏
明
、

〔
末
広
間
〕

O
小
池
鼠

一
、
日

桑
京
子
、
磯
辺
俊
治
、
犬
塚
朝
子
、
今
野

美
代
、
磯
辺
ミ
ツ
エ
、
浜
凹
邦
夫
、
日

桑
俊
雄
、
飯
田
政
市
、
今
野
伝
.
松
浦

武
雄
、
吉
田
辰
雄
、
一
入
洋
、
一
入
房

農
業
を
中
心
に
商
工
業
向
振
興
を
図
っ
て
町
の
光
展
を
!
と
四

六
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た

J
即
業
ま
つ
り
u

も
今
年
は
第
九
回
日
八

月
寸
四
日
か

り
三
日
間
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
併
し
で
に
ぎ
わ
い
詳
し
た
。

歩
行
者
天
同
で
日
い
物
を
楽
し
む
主
刷、

ば
ん
潟
大
会
に
軌
狂
す

る
農
家
の
人
た
ち
、
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
の
応
妓
合
戦
な
ど
隣
町

か
ら
も
ど
っ
と
人
法
が
押
し
得
せ
大
脱
出仙
。

ま
た
、
今
回
は
股
協
背
年
部
内
腕
に
よ
リ
を
か
け
て
作
っ
た

y力

カ
シ
コ
ン
ク
ー
ル
¥
ナ
ウ
仰

な
デ
ィ
ス
コ
大
会
さ
句
に
ま
つ
り
の

ヲ
ィ
ナ
レ
を
飾
る
干
人
削
リ
バ
レ
ー
ー
な
ど
で
町
中
が
活
気
に
あ

中
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
総
参
加
で品
開山
内
名
物
行
引
に
打
て
た
い
も
の
で
す
。

ゲ
ー
ム
や
踊
り
に
大
ハ
ッ
ス
ル

高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

金
町
内
お
年
寄
り
が

一
向
に
集
っ
て

楽
し
〈
ス
ポ
l
y多

7
と
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
と
町
社
会
稲
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
「
高
紛
者
レ
ク
リ
エ

l
y
ヨ
ン
大
会
」

が
八
月
四
目
総
合
体
育
館
で
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
今
年
で
四
回
目
と
あ
っ

て
全
町
十
二
地
区
内
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

三
百
二
十
人
が
参
加
、
ま
ず
参
加
者
全

只
が
血
圧
測
定
を
受
け
た
あ
と
、
開
会

式
。
巣
利
河
町
宗
像
朝
司
さ
ん
の
選
手

立
一
帯
と
金

μに
よ
る
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
で
体
を
ほ
ぐ
し
競
技
開
始
、
簡
単
な

競
技
や
ゲ
ム
で
大
ハ

y
ス
ル
(写
真
)

昼
食
後
は
、
今
金
老
人

7
ラ
プ
が
そ
ろ

い
の
衣
装
で
今
金
甚
句
な
ど
の
踊
り
を

披
露
し
て
、
ゃ
ん
や
の
拍
手
か
っ
さ
い

一
日
歩
肴
意
義
に
過
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
呼
び
も
の

の
仮
装
カ
l
は、

商
工
会
青
年
部
が

青
森
ね
ぶ
た
の
国

引
、
役
場
は
、
子

供
に
人
気
の
あ
る
、

ゼ
ン
タ
ラ
イ
オ
ン
、

農
協
は
豊
作

の
願

い
を
こ
め
た
、
カ

カ
シ
、
い
ず
れ
も

趣
向
を
こ
ら
し
た

大
作
。

(4) 

\~ 

(5) 



町民ひろば口口地域的でき ごと、 話題、町政への意見、 要望 ・生活の知恵などをお寄せく ださい口口町民ひろば

おじいちゃんおめで‘とう

日進蓑島さんの

、白寿を祝う会グ

明
治
の
末
ご
ろ
、
本
道
開
拓
に
燃

え
入
植、

今
年
七
月
末
、
満
九
十
九

歳
を
迎
え
た
古
老
の

n
白
寿
M

を
祝

う
会
が
八
月
十
二
日
日
進
部
落
会
と

親
戚
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
.

同
目
、
日
進
小
学
校
講
堂
に
出
席

し
た
子
孫
は
百
十
人
。
河
端
町
長
も

駆
け
つ
け、

親
戚
と
も
ど
も
、
一
世

紀
を
歩
ん
だ
大
先
輩
の
今
後

一
層
の

健
康
を
祈
り
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た
e

広報 口口 お Lらせ 口口口 広報 口口 おしらせ 口 口口 広報 ロロ お Lらせ 口 口口 広報 口 口 お Lらせ ロロ

れわが家の7コイドjレ"
松氷蝉雄さんちの長官(東町n
さゆりさゃん 芯YJLM
rみなさん暑い中でのお1:1:11'
J苦労さまです。私は松永事 。

町スーパースタで法林寺

町境内へ7 7 と散歩に行くの : 

があたしの日課て'す』

写真裏草中 3歳までのお子

さんの日 市内スナソプ写真 t 

をお帯せ下さい。ー企画課広報係ー

蓑
島
さ
ん
は
明
治
十
三
年
(
一
八
八

O
年
)
七
月
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
同
三

十
八
年
、
よ
そ
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た

が
、
翌
三
十
九
年
‘
両
親
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
よ
そ
さ
ん
と

一
緒
に
米
巡

金
原
に
入
植
し
た
が
、
そ
の
後
、
大
正

三
年
に
日
進
開
拓
地
に
転
入
植
し
、
以

来
、
日
進
に
腰
を
据
、え
て
内刷業
に
励
む

傍
ら
馬
産
振
興
に
も
力
を
入
れ、

さ
ら

に
昭
和
初
期

手
続
き
は
簡
単
で
す

不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
し
よ
う

不
在
者
投
開
以
は
、
校
以
自
の
当
目
、

正
当
な
型
由
で
捻
刊
刷
所
に
お
い
て
投
両
相

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
投

架
目
的
前
日
で
も
投
票
で
き
る
特
別
な

制
度
で
す
。
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち
が

国
政
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
す
か

ら
棄
権
だ
け
は
や
め
、
不
在
者
投
哀
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
訟
は
選
挙
匂
理
委
H
H
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ

l
ム
な
ど
の

ほ
か
に
、
一
般
の
人
で
も
次
の
よ
う
な

「
理
由
」
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
場
券
と
印
章
を
持
っ
て

選
挙
管
理
委

μ会
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ
自
分
の
位
以
区
域
外
で
臓
務
や
詑
務

に
師
事
し
て
い
る
人

(例
え
ば
、
耐

ロ
m
の
仕
入

・
出
張
出
稼
ぎ
な
ど
)

マ
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故
の

た
め
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
町
人
(
例

H
結
婚
式
葬
儀

・
法
事
な
ど
)

病
気
や
け
が
、
ま
た
妊
娠
や
出
産
な

ど
の
た
め
.
投
票
日
町
当
日
、
投
票

所
に
行
け
な
い
人
。

マ拍
畑
山
休
日
外
の
他
町
村
に
転
出
し
、
投

開
ボ
当
日
、
今
金
町
町
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
.

①
不
荘
者
投
裂
の
で
き
る
則
川
は
、
選

挙
期
日
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
投
烈
自

の
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
(
土
似
目
、
日

附
日
に
も
投
開
払
で
き
ま
す
。)

こ
の
ほ
か
、
重
皮
肉
身
体
障
当
者
を

対
象
に
郵
便
に
よ
る
ザ
屯
投
奴
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
町
選
挙

埠唖食品の扱いかた

最近いろいろな凍食函ガ出

回っていますガ、食昂そのもの

の風味をいかす万法を考えてみ

ましよう。

〈栄箆価〉 食届を急速凍結

することにより、信棄の分解や

{ヒ~変化を防ぐことができます

ガ、凝結方法や貯蔵方法などの

管理ガ惑いと、栄養価はどんど

ん低下しま写。

くもどし万のこつ〉 砂表面

ガやわらかで、中身はま定凍っ

ている程度の半環解にする砂も

どしだ後は守ぐ調理すること砂

筒調ガある場合は、調理する叡

時間前に冷凍庫フリザから

段下の冷蔵庫 (31::-61::)に

移雪。砂急ぐ時は包蓑のままポ

1)袋こ入れ、口をガ芝くしぼっ

て活¥7.1<に -30分つける。

くよ手な貰い方〉 砂刀ツチ

1)痩つ疋もの砂句装のきれい怠

もの砂霜ガあまりついてないも

の砂箆定証マフのついている

もの砂低湿のショーケースの中

から砂製造年月日の新しいもの

を選ぶ砂貿い物の一番最後こ。

〈上手な保奇法〉 惨冷蔵庫

に入れておけば、 1-2力用、
製却さ室では5白-7日畠質を煩

わす保存できます惨包葱ガ慣れ

たらポリ袋などで包み乾燥させ

ないこと。

(6 ) 

消費生活だより

孫遣に固まれ白寿を喜ぶ萎島さん

金
町
酪
農
振
興
の
礎
を
築
き
ま
し
た
@

こ
の
間
法
林
寺
地
区
総
代
を
六
十
余

年
間
務
め
る
な
ど
信
仰
心
的
厚
さ
で
も

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

よ
そ
さ
ん
に
は
昭
和
問
十
年
代
初
め

に
先
立
れ
ま
し
た
が
、
英
子
八
人

(う

ち
四
人
は
す
で
に
没
)
孫
五
十
二
人、

曽
孫
(
ひ
ま
ご
)
四
十
七
人
、
玄
孫
(
ゃ

し
ゃ
ご
)
三
人
に
恵
ま
れ
て
現
在
、

二

男
重
司
さ
ん

(没
)
の
お
綜
き
ん
で
あ

る
干
代
さ
ん

(五
七
)
と
共
に
‘
辛
制

に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

毎
日
、
家
の
周
聞
の
野
菜
畑
や
嵯
い

じ
り
を
楽
し
み
、
天
気
の
良
い
日
は

一

人
で
、
神
社
や
お
寺
、
近
く
の
親
戚
ま

わ
り
を
し
て
、
的M
係
た
ち
の
成
長
よ
り

に
目
を
細
め
喜
び
楽
し
ん
で
い
る
良
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

ま
だ
目
も
は
っ
き
り
凡
え
、
足
も
丈

夫
、
親
戚
の
最
年
少
者
で
あ
る
二
歳
の

都
築
シ
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
な
が
ら
、

表
品
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
繰
り

返
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

匂
理
委

μ会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

O 

O 

国
有
林
に
入
ら
れ
る

み
な
E

3

さ
ん
へ

F
-

こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
が
、
キ
ノ
コ
取

り
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

夏
向
閉
山
奥
に
い
た
(
ヒ
グ
マ
)
が
冬

眠
前
向
エ
サ
を
求
め
て
、
人
里
近
く
に

出
没
し
ま
す
。
キ
ノ
コ
取
り
な
ど
で
国

有
林
に
入
ら
れ
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
下
さ
い
。

'v最
寄
り
の
営
林
器
、
担
学
区
事
務
所

へ
寄
り
ヒ
グ
7
の
情
報
を
聞
く
こ
と
。

V
入
林
す
る
と
き
は
一
人
歩
き
は
や
め

る
こ
と
。
マ
昼
食
後
の
残
似
は
持
ち
州

、
え
る
こ
と
。

-v
道
路
情
報
を
聴
〈
専
』
と。

〈函
館
活
林
支
局
今
金
計
山
林
岩
〉

. .，る自の it) T~ た・ーリ必 をさし あげます.
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頭
の
ス
ポ
ー
ツ
で
気
分
転
換

⑨⑧⑧⑧⑮ 

将
棋
同
好
会
の
み
な
さ
ん

時
は
皆
ん
な
陪
え
始
め
の
人
ば
か

り
だ

っ
た
が
現
在
で
は
十
五
人

的
全
員
が
交
互
に
親
践
を
深
め
あ

い
、
毎
週
木
曜
日
に
車
9

加
、
月

一

回
は
大
会
を
聞
く
。
そ
の
た
め
か

今
で
は
最
高
二
段
か
ら
初
段
ま
で

が
十
人
に
も
な
り
、
さ
し
手
も
き

び
し
い
こ
と
か
、
だ
が
、
藤
村
徳

蔵
会
長
は

『初
心
者
と
上
級
者
で

も
対
等
に
さ
せ
る
の
で
誰
れ
と
で

も
手
合
せ
し
な
が
ら
楽
し
め
る
。

将
棋
は
頭
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
仕

事
か
ら
開
放
さ
れ
て
の
気
分
転
換

に
は
北
町
で
す
。
こ
れ
か
ら
煤
さ

に
向
っ
て
参
加
者
も
多
い
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
欲
し
い
』
と
語

っ
て
い
ま
す
。

(
事
務
局
は
小
隅
生
男
日
英
町
)

夕
食
を
終
え
た
午
後
六
時
町
民

セ
ン
タ
ー
の
二
階
談
稲
室
に
は
、

落
ち
つ
い
た
ふ
ん
い
気
の
中
に
将

棋
盤
が
並
べ
ら
れ
相
手
が
坊
っ
と

『き
あ
は
じ
め
ま
し
ょ
う
』
と
打

ち
始
め
る
。
将
棋
同
好
会
が
聞
か

れ
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
刷
、
当

¥」

か
じ
め
緋
科
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

大
勢
の
前
で
話
す
と
き
は
、
一
人
対

多
数
と
い
う
H

坊
の
原
理
u

が
働
い
て

結
婚
式
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
敬
語
的
表
現
が
多
く
な
り
ま
す
。

を
は
じ
め
、
式
鮮
、
あ
い
さ
つ
、
報
告

「で
す
」
「
ま
す
」
「
で
あ
り
ま
す
」
「ご

悦
明
な
ど
、
人
円
前
で
稲
少
す
る
機
会
さ
い
ま
す
」
主
ど
の
丁
山
平
時
が
土
台
に

は
、
な
に
か
と
多
い
も
の
で
す
。

な
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

そ
う
い
う
場
合
、
気
が
き
い

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

て
い
る
感
ヒ
が
よ
い
、
附
潔

い

降

ま
す
L

「見
て
ま
い
り
ま
し
た

だ
、
分
か
り
ゃ
す
い
な
ど
、
問

寸

d
1
こ
と
を
こ
報
告
い
た
し
ま
す
」

き
手
に
良
い
印
象
を
与
え
る
こ

し
ぶ
り

な
ど
の
謙
限
表
現
や
、
寸
皆
さ

と
が
で
き
れ
ば
成
功
で
す
。

車昌一

I
M
ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
」
「ご

そ
の
た
め
に
は

.m町
内
容

F
t
国
屯

迫
胞
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
」

が
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
〈
よ
く

司

棄

の

よ

う

な

援

護

市

型

1l
i
--==--

緋
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

一
祷

大

「

」

言

ー

な
く
使
え
れ
ば
、
安
心
と
い
っ

切
で
す
が
、
表
情
や
態
度
、
背

一
A
一

、

手

て
よ
い
で
し
ょ
っ
。

声
、
言
葉
遣
い
も
、
聞
き
手
に

一釦

一
直
同
会
』

な
お
、
「
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

:
=一面白

1

4

税
し
み
や
信
頼
感
を
与
え
る
大

一-の
一
尽

司

げ
ま
す
」
「
ご
報
告
い
た
』

F

Z撃
に
な
り
ま
す
。

一

で

一
号

自

の
よ
う
に

「ご
(御
ご
を
自
分

上
迷
の
秘
け
つ
は
.
日
ご
ろ

一前

一

円

動

作

に

け

る

の

は

、

平

柄

か

え

の

苧
乞
技
芯
し
て
附
く

一
人

一

が
相
4

干
の
人
に
関
係
す
る
も
の

こ
と
(テ
レ
ビ
も
参
孝
に
な
る
)

l
l
l

だ
か
ら
で
す
。

自
分
が
訴
を
す
る
際
に
は
文
章

や
メ
モ
に
書
い
て
み
て
、
あ
ら

5 
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今

金

町

技

能

者

セ

ン

タ

ー

落

成

一

一

同
川
(
阿
見
町
)
今
金
町
技
能
者
協
会
(
会
長
勝
一

一
村
徳
蔵
)
正
会
只
八

4
七
名
子
ね
て
計
川
中
の
セ

一

一

ン
タ
が
こ
の
程
完
成
し
、
こ
の
祝
賀
会
い
か
雌
大
に

一

一
行
わ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
は
会
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一

一
と
件
業
界
か
ら
の
資
全
保
肋
に
よ
る
む
の
で
、
本
泣

'

一
4
'車…
4
=
。
寸
口
町
、
町
村
段
階
で
は
全
辺
的
に
も
柿

一

一

な

お

(
会
長
は
こ
れ
で
住
民
へ
の
護
霊
界
的
職

一

一
域
事
仕
に
万
全
を
則
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
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